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スポーツ・青少年局学校健康教育課 （課長：作花 文雄） 

 

 

 

 

 

 

近年、社会環境や生活様式の急激な変化により、児童生徒の心身に様々な健康課題が生じている。こうした現状を踏まえ

喫煙、薬物乱用、アレルギー疾患、各種の感染症、生活習慣病、メンタルヘルスなど、児童生徒の心身の健康課題に適切に

対応するため、児童生徒が、自らの心と体を守ることができるよう、飲酒、喫煙、薬物乱用等の問題について、総合的に解説

する啓発教材の作成、薬物乱用防止教室のほか専門医による児童生徒等の健康相談等を行うとともに、保護者への啓発活

動等を専門医や市町村の保健部局と連携しながら実践することなどにより学校における保健管理の取組を推進する。 

 

 

 

【事業の背景】 

近年、社会環境や生活様式の急激な変化により、喫煙、飲酒、薬物乱用、アレルギー疾患、各種の感染症、生活習慣病、

メンタルヘルスなど、児童生徒の心身に様々な健康課題が生じており、学校における児童生徒の保健管理については極めて

重要となっている。 

 

また、児童生徒の心身の健康課題は学校のみでは十分な対応ができないものも少なくないことから、地域の専門家や関

係機関の知見や能力を最大限に活用し、かつ、子どもの健やかな発達について大きな責任を有する保護者との連携を強化

する取組や体制を一層整備・充実していくことが求められている。 

 

さらに、児童生徒の健康対策については、「新健康フロンティア戦略」においてもその重要性が指摘されていることから、学

校保健の取組が推進されるよう、様々な施策を講じる必要がある。 

 

【本事業に関係する審議会からの提言等】 

・ 「新健康フロンティア戦略」（平成１９年４月１８日：新健康フロンティア戦略賢人会議決定） 

・ 「青少年育成施策大綱」（平成１５年１２月９日：青少年育成本部決定） 

・ 「薬物乱用防止新五か年戦略」（平成１５年７月２９日：薬物乱用対策推進本部決定） 

・ 「自殺対策基本法」（平成１８年法律第８５号） 

・ 「自殺総合対策大綱」（平成１９年６月８日：閣議決定） 

※ なお、中教審 スポーツ・青少年分科会において、「子どもの心身の健康を守り、安全・安心を確保するために学校全体と

しての取組を進めるための方策について」を審議中である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●関係課 

●主管課 

●事業の概要 

●必要性 



 

 

 

 

 

【事業に投入されるインプット】 

・ 子どもの健康を守る地域専門家総合連携事業（新規） 

・ スクールヘルスリーダー派遣事業（新規） 

・ 心のケア対策推進事業（新規）  等 

 

【事業から得られるアウトプット】 

・ 本事業の実施により、各学校において、派遣された専門医等による教職員に対する指導・助言、児童生徒の心身の健

康相談や健康教育が行われるほか、地域における子どもの健康管理の充実のための学校、保護者、地域の保健部局、 

地域の医療機関等との連携体制が整備される。 

さらに、学校における個別の対応が求められる子どもへの取り組みを推進することにより児童生徒の様々な心身の健康

課題に対応する体制が推進される。 

 

【事業から得られるアウトカム】 

・ 本事業の実施により、児童生徒が心身の健康課題に関する正しい知識と望ましい生活習慣を身につけるとともに、児童

生徒の心身の健康課題に対応する学校と地域保健の連携体制が全国的に整備される。 

 

 

 

（施策目標） 

施策目標２－５ 健やかな体の育成 

 

（得ようとする効果及びその達成見込み） 

児童生徒が心身の健康課題に関する正しい知識と望ましい生活習慣を身につけるとともに、各都道府県教育委員会

を通じて、児童生徒の心身の健康課題に対応する学校と地域保健の連携体制の整備がなされる。 

 

 

 

１８年度実績評価「達成目標２－５－４」の「今後の課題及び政策への反映方針」において、「薬物乱用防止教育に関す

る施策を推進する必要がある」と記載されていることから、薬物乱用防止教育を引き続き推進するとともに、今後は、薬物

乱用防止教育のほか、学校保健全般に係る施策をまとめた「学校すこやかプラン」を政策手段に位置づける。 

 

 

 

本事業については全国を対象とする施策であり、公平性を担保できると判断。 

 

 

 

特になし 

●公平性、優先性 

●１８年度実績評価結果との関係 

●有効性 

●広報計画 

●効率性 



学校すこやかプランの充実

社会環境や生活様式の急激な変化により、喫煙、飲酒、薬物乱用、アレルギー疾患、
各種の感染症、生活習慣病、メンタルヘルス など

児童生徒の心身に様々な健康課題が生じている。

課題

児童生徒が自らの
心と体を守ること
ができるようにす
るため、喫煙、飲
酒、薬物乱用など
の問題について、
総合的に解説する
啓発教材を作成し、
配布する。

地域の
関係機関

学 校

家 庭

各診療科の専門医を学校に派遣す
る体制を整備し、専門医による児童
生徒等の健康相談等を行うとともに、
専門医や各市町村の保健部局と連
携しながら、子どもの健康管理の充
実や保護者への啓発活動等をモデ
ル的に行う実践事業を実施する。

子どもの健康を守る地域専門家
総合連携事業【新規】
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児童生徒の心と
体を守るための
啓発教材の作
成

教職経験３年以下の経験の浅
い養護教諭の１人配置校や養
護教諭の未配置校に退職養
護教諭を派遣し、メンタルヘル
スなど多様化する現代的な健
康課題への対応についての指
導助言を行うなどの支援を行う。

スクールヘルスリーダー派遣
事業【新規】

子どもの日常的な心身
の健康状態を把握し、
健康問題などについて
早期発見・早期対応を
図ることができるよう、
教員を対象とした指導
参考資料を作成する。

心のケア対策推進
事業【新規】

アレルギー疾患等の現代
的健康課題に対する学校
での取組に対して、教師
が正しく現状を把握し、適
切な対応を行うことができ
るよう調査研究を行う。ま
た、これらの調査研究を
踏まえ、教師用の指導参
考資料等を作成し、配布
する。

児童生徒の現代的課題
への学校における取組
に関する調査研究 薬物乱用防止教室の

開催を推進するため、
警察官、麻薬取締官Ｏ
Ｂ等の外部講師に対
する講習会を実施する
とともに、教職員、保
護者等を対象とした薬
物乱用防止の普及啓
発のためのシンポジウ
ム広報啓発活動等を
実施する。

薬物乱用防止教育
推進事業

性に関する教育を行
う上での基本的な考
え方が十分に浸透し
ていない状況を踏ま
え、学校において適
切な性に関する教育
が実施されるよう、効
果的な指導方法につ
いて実践研究を行う
とともに、指導講習会
を実施する。

「性に関する教育」
普及推進事業
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